
































































































































































































































































































































平劇6年斬潟・福島豪爾 16 13 81．3％
牢成16年禍井豪爾 5 4 8D．　o％
平成16年斬潟県中越地震 68 45 66．2％
平成17年台風14号 拍 20 69．0％
平戒18年豪雪 152 的 65．1％











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i寛政4．4．1） 雲仙岳 M6．4 島原大変肥後迷惑死者15．000人
1828年5月26日
i文政11．4．13）
長崎 M6．0 出島の石垣が崩れる
1922年12月8日
@（大正11）
千々石湾
M6．9、
l6．5
死者26人、負傷者39人（震度6）
1984年8月6日
@（昭和59）
島原半島西部
Q発地震
M5．7 小浜町で一部損壊53棟（震度5）
10
被害想定の元となった想定活断層
33・1「＝一　　　　　　　　　　　　　　±＝，Ae　　A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉駕1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽
s2　　
一亙㌫璽竺㌧響畦
　　磯已慧L．ぷLご　．．　ンぷ
32．7
　　　　　i，ゆ晶力　　　　　，麹．
遷隠：夢』・”im－tai二L’nPt，．
　　　「
、
耐震化による人的被害（死者数）の軽減効果
鞠嵩
mve；mm
皿1尉』■顧眉書の鶏助
［㎜顯遜補強への支援
多様な主体の参加に期待する
11
最後1
・防災には若い世代参画が必要
多様な世代、職域の参画と連携
災害時要援護者の避難対策
・必要な工学技術の活用
工学技術を社会技術に（災害の再現、動くハザード
マップ、避難支援機器等）
・防災士の資格取得
（他大学で実施中、防災関連科目の取得で受験資格付与）
災害時のリーダー
ボランティアに大学から被災地に派遣
ご清聴ありがとうございました
，9謬㌻
　r注、
　　　　　　　　　　」檀　　　　　“1－
、～憶．雛・
・，詩、）藁1謡割学一
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12
　平成22年長崎大学公開講座
　　　　安全安心工学入門
一サステナブルな社会を目指して一
　工学部1号館7番講二義室他
平成22年9月3日，10日，24日，
　　　10．月1日（全4回）
　　金日程日　 13：30・16：40
工学部安全工学教育センタ…一一・・d‘
